
若い世代が残れる・戻れる・住みたい
と思うまちを創る

令和６年５月30日

日田市長 椋野 美智子
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○日田市は、大分県の西部に位置し、福岡県と熊本県に隣接した北部九州のほぼ中央に
位置しています。

○周囲を阿蘇、くじゅう山系や英彦山系の美しい山々に囲まれ、これらの山系から流れ
出る豊富な水が日田盆地で合流し、筑後・佐賀平野を貫流しながら、流域住民と福岡
都市圏住民の生活や産業を潤しています。

○古くから北部九州の各地を結ぶ交通の要衝として栄え、江戸時代には幕府直轄地、
天領として西国筋郡代が置かれるなど、九州の政治・経済・文化の中心地として繁栄
し、当時の歴史的な町並みや伝統文化が、今なお脈々と受け継がれています。

○平成17年３月に日田市と前津江村、中津江村、上津江村、大山町、天瀬町の1市2町
３村で合併しました。

市内を流れる三隈川（筑後川上流域）

日田市の概要



市内中心部を流れる三隈川（筑後川）

○面積：666.03㎢(東西24.88㎞、南北48.63㎞)
市域の約83％が森林

○海抜：最高1,231m、最低38m、市内中心部80m
○人口：59,140人（大分県人口推計（令和６年４月1日時点））
〇高齢化率：36.8％
〇主要産業：林業、木材産業、農業、観光業
○私塾「咸宜園」や塾と共生したまち「豆田町」等が教育遺産群として日本遺産に認定
○「日田祇園の曳山行事」はユネスコ無形文化遺産に登録
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林業
日田祇園

日田市の概要
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人口の推移（全体）

【出典】 1940年から2020年までは国勢調査による実績値、2025年から2050年までは社人研2023年推計による推計値
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人口の推移（社会減）
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〇若年世代の社会減は近年減少傾向 消滅可能性自治体脱却（2024年人口戦略会議発表）

【出典】 大分県人口推計元データを加工した日田市独自データ
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合計特殊出生率
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〇合計特殊出生率は全国平均と比べても高水準 県内市町村で２位（2022年）

【出典】 厚生労働省「人口動態統計」、大分人口動態統計、東京都保健医療局「人口動態統計」、福岡市「子どもに関するデータ集」
日田市の合計特殊出生率は、その年次を含む前の５年間の平均値



５つの基本施策
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①子育て支援を強化します。

②企業誘致等により仕事の選択肢を増やします。

③高齢者の運転免許返納後の移動支援を行います。

④観光を強化して、日田市の魅力を世界に発信します。

⑤旧郡部を振興します。



8

子育て支援の徹底強化（３つの完全無償化）

①保育料無償
日田市では市内在住の幼児は保育料無償です！

②小中学校の医療費無償
日田市では中学生まで医療費が無償です！

③小中学校の給食費無償（本年4月から）
日田市では小中学校の給食費が無償です！



⑤医療的ケア児在宅レスパイト事業

④放課後児童クラブの一元化
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子育て支援の徹底強化（4月から新たに）

令和６年11月から段階的に、放課後児童クラブの運営を公民館事
業団に一元化し、保護者の運営負担をなくす

家族が休息するための訪問介護の経費を補助

民間のフルースクールの利用料を補助

子ども家庭相談室内に教育相談員を配置し、
保健、福祉、教育のワンストップ相談を実施

⑥フリースクールの利用料補助

⑦子ども、子育てについての総合相談



さらなる支援の仕組みの

   創設をご検討ください
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合計特殊出生率のさらなる向上にむけて

日田市（地方）の若年世代の人口増は
  全国の出生数の底上げにつながる

出生率の高い自治体に対しては・・・
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女性視点をあらゆる施策へ～災害対策

◇福祉避難所の指定
災害時の避難所生活において、特別な配慮を必要とする「乳幼
児や妊産婦」を受入対象とした指定福祉避難所を指定しました。

【施設の概要】
〇名称：日田市中央児童館
〇受入対象者：乳幼児期の子どもとその保護者、妊産婦とその介助者

* 指定福祉避難所の開設は旧日田市内に避難情報発令時



女性視点をあらゆる施策へ～災害対策
〇「日田市女性防災士会」の設立

日田市に在住または勤務している女性防災士約60名で設立。
平時からの情報交換や研修を通して、防災に見落とされがちな女性の視
点を、避難所運営などの防災政策や自主防災組織の活動に取り入れる。

〇防災・危機管理課へ女性職員を配置

令和６年度より、防災・危機管理課へ女性職員を配置。
あらゆる分野で女性が活躍できる場を増やすとともに、防災に見落とさ
れがちな女性の視点を取り入れる。
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ジェンダーバイアスをなくしていく取組

〇「ひた魅力発信隊」
ひたキャンペーンレディは、令和６年度から「ひた魅力発信隊」に名称を
変更し、性別を問わず募集しました。
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日田市では、性別に関わらずお互いの生き方の理解を深め、尊重し合える社会
の実現を目指し、「日田市パートナーシップ宣誓制度」を導入しています。

〇日田市パートナーシップ宣誓制度



ダイバーシティを尊重する日田市の文化
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咸宜園

〇江戸時代最大の私塾 咸宜園
「咸宜」～ことごとくよろし～

廣瀬淡窓



ダイバーシティを尊重する日田市の文化

〇「進撃の巨人」の作者の出身地
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大山ダムに設置された銅像 進撃の巨人ミュージアム
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天瀬町桜滝ライトアップの様子

ご清聴ありがとうございました

若い女性に選ばれるまちとは
多様性が尊重され
誰もが自分らしく生きることが
できるまち
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